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九州・沖縄を守るために

西部方面隊

文書管理者：西部方面総監部総務課長
保存期間：１年（１０．３．３１まで保存）
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説 明 項 目

１ 西部方面隊の概要

２ 健軍駐屯地の概要
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令和８年４月１日現在
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内 閣 総 理 大 臣

統 合 幕 僚 監 部
防 衛 大 臣

陸 上 幕 僚 監 部

Western Army

西部方面隊の編成

※２：第１５旅団は師団化を予定

西 部 方 面 隊

統合作戦司令官※

※：防衛大臣の命令を受けた統合作戦司令官が、
自衛隊の部隊の全部又は一部を一部指揮

陸上総隊司令官
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Western Army
西部方面隊の各所在地

凡例 ◎：方面総監部所在地 ◎：師団・旅団司令部所在地 ○：各部隊所在地

第４師団

第８師団

川内駐屯地

与那国駐屯地

南与座分屯地

八重瀬分屯地

知念分屯地

勝連分屯地

白川分屯地

えびの駐屯地

都城駐屯地

国分駐屯地

熊本駐屯地

高遊原分屯地

対馬駐屯地

鳥栖分屯地

相浦駐屯地

小郡駐屯地

佐賀駐屯地

目達原駐屯地

竹松駐屯地

大村駐屯地

久留米駐屯地

前川原駐屯地

富野分屯地

飯塚駐屯地

玖珠駐屯地

湯布院駐屯地

別府駐屯地

大分分屯地

北熊本駐屯地

第８師団司令部

福岡駐屯地

第４師団司令部

健軍駐屯地

西部方面総監部

西部方面隊

小倉駐屯地

宮古島駐屯地

奄美駐屯地

瀬戸内分屯地

崎辺分屯地

第15旅団
那覇駐屯地

第１５旅団司令部

対 馬

奄美群島

先島諸島

沖縄本島

春日駐屯地

石垣駐屯地
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Western Army

6西部方面区は多種多様な災害が頻繁に発生している地域であり、即応態勢を維持

九州における自然災害

トカラ列島

口永良部島

諏訪之瀬島

霧島山

桜島

青字：令和７、８年度発生の事象

R8.9.14現在
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Western Army

発生日時 令和８年７月２８日（火）１６２７頃

震源（深さ） 熊本県熊本市（１６Ｋｍ）

地震の規模 Ｍ７．１

地震の形態 日奈久断層帯 横ずれ型地震

最大震度
震度７ ：宇城市,氷川町
震度６強：熊本市南区,八代市,宇土市,美里町,益城町

被害の中心 八代市・宇城市・氷川町などの県の南西側

被害の主軸 酷暑期における断水の長期化

人的
被害

死 者
３８名
(宇城市３名、嘉島町７名、甲佐町１名、八代市２０名、氷川町５名、関連死２名）

負傷者 ３６６名

建物被害
全 壊： ２，２８５棟
半 壊： ６，０７５棟
一部損壊：４０，７１４棟

特 徴

○ 酷暑下における災害対応
・夏季の酷暑期に発災した地震災害であり、最高気温３５℃
以上の猛暑日が続き、最高４０．３℃の猛暑を記録

・停電や断水が続く中での避難生活のため被災者の熱中症
対策等が課題

・派遣活動に従事する隊員の酷暑対策が必須
○ 地震災害対応中の複合事態対応
・台風１３号対応
２次災害対応としてブルーシート展張における地上での補
助支援を実施

・宇城市林野火災対応
ヘリコプターによる空中消火活動を実施

○ 平成２８年熊本地震の教訓を活用
・１０年前の熊本地震の教訓を活かし、関係機関等が緊密に
連携し、迅速かつ適切に対応

【令和８年９月１４日（火） ０５００現在】

(県庁)

(県庁)

(県庁)
「平成２８年熊本地震」

○ ４月１４日の前震（震度７／Ｍ６．５ ）
４月１６日の本震（震度７／Ｍ７．３ ）
極めて稀な連続した巨大地震

○ 震源：熊本県熊本地方
○ 被害の中心：熊本市、益城町、阿蘇地域
○ 被害の概要
・死者：２７３名
・建物被害 全 壊 ８，６８２棟

半 壊 ３３，６００棟
一部損壊 １５２，７４９棟

・土砂災害１９０件
○ 特 徴
・避難生活の長期化に伴う「災害関連死」が大きな
社会問題化

・国として初の「プッシュ型支援」が導入されるな
ど、大規模災害対処における、多くの教訓を残し
た災害

引用元：ウェザーニュース

↑令和８年７月２８日１６：２７発災時の震度分布

令和８年熊本地震の概要
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Western Army
〇 八代市、宇城市、宇土市、氷川町を中心として、多くの家屋の倒壊、長期の断水等、

甚大な被害とこれまで経験のない酷暑下での避難生活
〇 大型の台風の接近、断水環境下での林野火災の発生に伴う２次災害防止に係る緊急

的な活動の実施
〇 １０年前の熊本震災の教訓を活かした自治体等との緊密な連携、地域における統合

運用により、時間の経過とともに変化する被災地のニーズに対しスピーディーに対応

ヘリ映伝

被害情報収集

ファスト
フォース

人命救助

自治体、関係機関との連携

LOの派遣
（県庁LO）

被災者に対する緊急支援

給水支援
（医療機関
への給水）

イオンモール
（救助犬）

入浴支援
（火の君）

人命救助を最優先とした活動
災害関連死を防止する活動

２次災害を防止する緊急的な活動
発災

日本製紙
八代工場

（警察、消防
との連携）

給水支援
（ラストワン
マイル）

県庁における調整

ヘリ映伝発進

ファストフォース出動

イオンモール

給水支援 物資輸送 入浴支援

令和８年熊本地震に係る災害派遣（１／２）

日本製紙八代工場
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Western Army

自治体、関係機関及び米軍との連携

被災地のニーズに応じた関係機関と連携した最適な支援体制

給水支援
（国交省との

連携）

入浴支援
（海空自との

連携）

長期化する避難生活への対応

２次災害を防止する緊急的な活動

医療支援
（はくおう）

台風１３号の接近
に伴う緊急支援

ブルーシート
展張支援

宿泊支援
（はくおう）

林野火災に伴う
空中消火

〇 八代市、宇城市、宇土市、氷川町を中心として、多くの家屋の倒壊、長期の断水等、
甚大な被害とこれまで経験のない酷暑下での避難生活

〇 大型の台風の接近、断水環境下での林野火災の発生に伴う２次災害防止に係る緊急
的な活動の実施

〇 １０年前の熊本震災の教訓を活かした自治体等との緊密な連携、地域における統合
運用により、時間の経過とともに変化する被災地のニーズに対しスピーディーに対応

慰問演奏

長期化する
避難生活への対応

米軍からの
物資支援

米軍との連携

令和８年熊本地震に係る災害派遣（２／２）

ブルーシート展張における
地上での支援

ＣＨ－４７ＪＡからの空中消火

海自と連携した給水支援空自と連携した物資輸送

米軍からの救援物資を輸送 被災者に寄り添った支援を継続

防衛省が借上げている借用民間船舶（はくおう）による
入浴・宿泊支援



10

Western Army

FAST-Force
First  Action SupporT - Force

先駆ける 早駆ける

国内での災害発生に備え、陸海空自衛隊の各部隊等は、初動対応部隊
「ＦＡＳＴ－Ｆｏｒｃｅ」が即応待機

災害派遣即応態勢
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Western Army

高遊原分屯地健 軍 駐 屯 地
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〇 健軍駐屯地には、総監部をはじめ各種機能を保持する部隊が所在し、災害対応をはじめ、
各種任務に対し速やかに対応できる態勢を保持

〇 本年３月末、当駐屯地所在の第５地対艦ミサイル連隊に２５式地対艦誘導弾が配備

健軍駐屯地の編成

２５式地対艦誘導弾

Ｒ８．３末～Ｈ９．６～

８８式地対艦誘導弾

Ｈ３０．３末～

１２式地対艦誘導弾

諸

隊

派

遣

隊



13

西の守りは日本の守り
～地域とともに 未来をひらく 我ら防人～

戦後最も厳しく複雑な安全保障環境に直面しているという基本認識のもと、
西部方面隊は各種災害対応をはじめ、日米共同訓練を含む練成訓練、体制移
行、基盤強化等により各種能力の強化に邁進する所存

九州・沖縄


